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日本産ツヤハナバチ（Ce個加a）属（ハナバチ上科、膜遡目）の生態学的ノート

I富山県猿倉山でのC/wata/とC・Sato/の営巣比較＊
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はじめに

1974年～1991年にかけ筆者は，1974年～1991年にかけ，主に石川県と富山

県においてツヤハナバチ属の生態について調査し，幾

つかの報告をした（根来；l980a，l980b，1981,1982

a，l983b，l983c，1992）が，まだ，幾つか未報告の

調査を行なっている。それらの結果について追加の報

告を行なう。

今回は，富山県南部の丘陵地での1982年～1985年に

行なった，Cjw"αiとCs“o/の営巣場所等に関し

ての調査結果の報告を行なう。

Cjw"α/の生態に関しては，前田（1993）の詳し

い研究があり，C”roIでは塩川（1981）の報告があ

る。しかし，この両種の共存地での比較を行った例は

無いものと思われる。

調査地・調査方法

調査地の富山県大沢野町猿倉山（図1）は，富山県

南部の神通川を望む丘陵地である。調査域は，標高32

0mの猿倉山を中心とした約600m×300mのエリアで
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ある。急斜面はコナラを主とした雑木林で，平坦地・

緩斜面は主にススキの原となっており，それらの中を

小径が通じている。主にその小径沿いに調査した。

当調査地では，ツヤハナバチ属は，Cノ〃o"jca，C

＝;小径毎：観察場所

図1調査地
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図2大沢野町猿倉山におけるツヤハナバチ届2種の訪花個

体数の季節変動
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表1大沢野町猿倉山におけるツヤハナバチ属2種の訪花植物

訪花 植 物 ツ ヤ ハ ナ バ チ （個体弾

表2大沢野町猿倉山におけるツヤハナバチ届2種の腹幅

（各々個体数を示す〉

腹 幅
(m、）

C、iwatal

C，Sato：

1 ． 2 1 ． 3 1 ． 4 1 ． 5 1 ．6Tota

26258344

26143126

C､iwatal C､satC

営巣主の大きさ（最大体幅＝腹幅)，営巣植

物，営巣環境，営巣枝の状態（外径，髄径，

坑径，巣口の地上高，営巣枝の角度，方位）

を記録し，また，内部の観察を行なった。

4地域に分け，l地域1年に1度計4度，

総計16度の調査を行なった。調査日：1982年

4月20日，5月26日，8月31日，10月1日，1982

年5月18日，6月10日，8月7日，9月10日，

1984年4月25日，7月3日，8月31日，10月18日

1985年5月31日，6月5日，7月10日，9月旧。

全て午後2時以降に調査。

科和才
早3total早Jtota

Composltae ヒ メジ ョオ ン773

ニガナ3361§

ノコンギク1121

フキ11

ハルジオン1

Rosaceae モミジイチゴ2241

キジムシロ1231

オヘ ビイ チゴ l‐

Geramaceae ゲンノショウコ32511

Acanthaceae キツネノマゴ314

Violaceae タチツボスミレ221

Primulaceae ナガエコナスビ1121

Oxalidaceae カタバミ1121

Ranunclaceae ウマノアシガタ112

Caryophyllaceaeウシハコベ11

計 27164311 5

ル､"es，Cjw"α/とCs“ojの4種が発見されたが

Cjwα/αjとCsα/ojの2種のみを調査対象とした。

1巣外活動個体数の季節変動調査および訪花性調査

調査地域内で，できるかぎり満遍なく開花植物を訪

れられるよう採集ルートを決め，できるだけ一定速度

で歩き，目撃した訪花中のcjw"αjとcsam/を全

て捕獲確認し，訪花植物を記録した後放した。

調査日：1982年4月20日，5月19日，6月10日，7月3

日，8月31日，9月5日，10月1日，1983年4月24日，5月

18日，6月7日，7月3日，8月7日，9月15日，10月18日。

調査時間：9:30～14:30。

2営巣環境，営巣習'性調査

調査範囲内にみられるツヤハナバチ属の営巣枝をす

べて発見するよう努め，発見された営巣枝の営巣主，

調査結果

1巣外活動期・訪花植物

図2に訪花個体数の季節変動を，訪花植物

と訪花個体数を表lに示した。C／warajは

43個体が9科15種，Cs“ojは16個体が7科

11種に訪花し，Cs"ojの訪花植物は全てc

jw"αjの訪花植物に含まれる。この2種のツ

ヤハナバチの訪花傾向に差は無いと言っても

よいであろう。また，巣外活動期間にも大き

な差は無いものと思われる。

表2にCjw"“とCs“oj2種の最大体

）を示した。表3．4に両種の巣内の状態お幅（腹幅）を示した。表3．4に両種の巣内の状態お

よび営巣枝の状況を示した。cjw"α/，Cs“oj2種

間に大きさの差は無いと言えるであろう。また，とも

に年2化性であり，2種とも5月中・下旬に春季の7

月中旬から8月上旬に夏季の営巣が開始され，7月上

旬および8月園下旬・9月上旬に各々の新成虫が羽化し

てくる。営巣開始時期，産卵開始時期，成長期間など

に大差はないものと思われる。表5に春巣と夏巣の巣

坑の深さを示した。両種ともに春巣はより深く夏巣は

より浅い。これは両種ともに夏巣では掘坑開始から産

卵までの期間が短いからであろう。

営巣は，Cs“o/では営巣は開けた場所のススキに

たいへん多く，営巣枝の高さは低く角度は垂直に近い

ものが多い。c/w"“では，林縁のタニウツギに多

く，高さや角度はより高くより水平に近いものも多い。

また，営巣枝の髄直径では，Cs“ojでより細いもの
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表3大沢野町猿倉山におけるツヤハナバチ属2種の巣内状態

H=越冬巣,F=雌のみ,E=卵,L=幼虫,P=蝋N=新成虫(各々巣数を示す)

が多い。

営巣枝の高さ・角度・太さ，営巣植物には差がみら

れる。しかし，これらの差は各々の営巣基に対する好

みの差というよりは，両種の選択する営巣場所の差《

Cjwα”は林縁部Csaroiは開けた所）によるもの

である。営巣場所の差が，営巣植物（Crw"αiはタ

ニウツギ，Cs“ojはススキ）の差となり，ひいては

高さや角度，太さの差となるものと思われる。

表4大沢野町猿倉山におけるツヤハナバチ届2種の営巣枝

状況

I=営巣植物，II=営巣環境，111=巣口の高さ,営巣枝角度，

営巣枝髄直径（％で示す）
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表5大沢野町猿倉山におけるツヤハナバチ属2種の巣坑深（巣数を示す手
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根来

Summer 2 23

尚，1983h日本産ツヤハナバチ（Ce'α""α）の

生態.V・Cesakiiの営巣習性富山市科学文化セ

ンター研究報告，5:19-22

48

根来尚，l983c・Cerα""α属の異種同居の越冬巣例．

富山市科学文化センター研究報告，5:22

根来尚，1992富山県のツヤハナバチ類．富山市科

学文化センター研究報告，15:57-6a


